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浅口市産業振興課
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京都大学
岡山天文台

歩く前のお願い

寂光院
コース

寂光院コース

各コースは市が整備・管理する
コースではなく、昔からある自然
の山道です。また、私有地も多く
含まれています。自然のままの状
態ですから、雑草が生い茂って
いたり、倒木や岩場など危険な
箇所がある可能性もあります。ト
レッキング等をされる方は十分な
体調管理と装備、そして、歩く際
にも注意をしたうえで楽しんでく
ださい。

山と海と里山。豊かな自然に恵
まれた浅口市は、300～400m
級の遙照山系を中心にトレッ
キング・ウォーキングスポットの
宝庫です。初心者やファミリー
はもちろん、愛好家まで納得の
13コースをご紹介します。
MAPをリュックに入れて、さあ、
“あさトレ”をレッツ・エンジョイ!



ハワイ観測所岡山分室

創建は慶長6年。主祭神
は天の岩開き神楽を舞わ
れた天鈿女命で、例祭に
は子どもによる相撲が奉
納されます。またアニメ
「天地無用!」の柾木神社
のモデルになりました。

4次元デジタル宇宙シア
ター、プラネタリウムなどの
体験型施設のほか、隣接す
る国立天文台や京都大学
岡山天文台を紹介する展
示があります。太陽観測用
の望遠鏡もあります。

京都大学
岡山天文台

せいめい望遠鏡
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公園内を見渡せる展望台
や複合遊具の設置など、
どなたでも気軽に楽しめる
公園です。また、桜の開花
時期には、大勢の花見客が
訪れます。

日本最大級の188㎝反射
望遠鏡（ガラス越しに見学
可）を備える国立天文台の
研究施設で、連日天文学
者等による観測や研究が
進められています。また、観
望会等のイベントも開催し
ています。

あめの うず めの みこと
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昔、遙照山に住んでいた鬼
が、山に向かって思い切り
投げ飛ばした時についた手
形が残っているという伝説
がある大岩。

大宮神社：祭神の大己貴
命は、大国主命（縁結びの
神）と松尾の神（酒の神）の
合体神です。
日吉神社：本堂を大宮神社
の境内に属社として祭られ
ています。随神は猿で、猿
神といわれています。

毎年春に恒例の金光植木
まつりが開催されます。
市内の植木業者による植
木や季節の草花の展示
即売が行われ、毎回数万
人規模の買い物客で賑
わっています。

本尊は京都清水寺の本尊
と同じ千手観音菩薩。社蔵
の地蔵菩薩は市指定文化
財。春は桜が見どころです。

　泉勝院
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金光地域から遙照山へは、様々なコースから登ることができる
のが魅力で、鬼や平安時代の陰陽師「安倍晴明」等の伝説が
多く残っている地です。「植木のまち金光」を代表する桜も随所
に見られます。

鬼の手形岩

金光まんじゅう

大宮神社・日吉神社

一里塚

　金光植木まつり　里見川沿いの桜並木
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滑石

阿部山から流れる杉谷川を
せき止めて作った杉谷ダムは
堤高29m、堤長101m、貯
水量は356,000㎥で、当時
干ばつの被害が多かったこの
地域に、昭和42年に造成さ
れ、下流域に440haの灌漑
が行われました。土手中央に
は｢天空への階段｣があります。

この地域は、江戸時代から
手延べ素麺の製造が盛ん
で、最盛期には、40以上の
水車が杉谷川沿いにありま
した。現在では、機械化により
水車による製粉作業は姿を
消しました。

江戸時代の儒学者西山拙
斎がこの地に清遊した際、即
興でこの岩に落書きしたもの
を、弟子らが水に消されるの
を惜しんで刻んだといわれて
います。その詩が巨岩に残っ
ています。滑石渓流は杉谷
川の景勝地です。

元は八幡宮と称し、小坂東・
小坂西・深田村の氏神でし
た。10月には神功皇后の
伝説にまつわる子どもが当
子となり、神様の使いとなる
「おわけ祭り」（市指定無形
民俗文化財）も行われてい
ます。

陰陽師安倍晴明伝説の残
る阿部山周辺には、エニシダ
や石化ヤナギなど阿部山ブ
ランドとして名を馳せる県内
最大の切り枝産地がありま
す。この辺りからは東隣の竹
林寺山にある、日本最大級
の国立天文台を間近に望
むことができます。

杉山杉山▲

杉山城跡

軍神社

天空への階段

平安中期の陰陽師｢安倍晴明｣の伝説地阿部山に挑戦!
阿部山頂上付近には屋敷跡やほこらがあり、晴明の神秘が感じられ
ます。また県内一の生産量を誇る手延べ麺の生産地でもあるこの
コースでは、杉谷川の滑石渓流や水車も見ることができます。

滑石

杉谷の里山
［YAMAP杉谷里山づくり］

※市民グループが公開
　している情報です。

他に
も
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よ!!

▲向山向山

向山1号墳向山1号墳

▲
杉谷妙見山杉谷妙見山

▲高丸高丸
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マップ上のピンク細線は市民グループのコースの一部です。



埋立

忠魂碑広場・陽光桜忠魂碑広場・陽光桜

西山拙斎の碑、宮の石橋等の史跡や県指定重要文化財があり、
周辺の寺社とともに歴史的景観を感じるコースです。また、鴨山頂
上からの景色も最高です。
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鴨山城跡
室町幕府の管領家ゆかり
の細川氏が、築城した
浅口地域最大規模の連郭
式山城。南端にある五ノ段
からは鴨方や金光地区が
一望できます。

曹洞宗の寺院、鴨山城主
細川氏の菩提寺として栄
えました。寺域には、細川
通董の墓や藩お抱えの庭
師弥兵衛の手による文化
年間の築庭があります。向
かって左後方には、中世山
城の鴨山城跡が見えます。

江戸時代の画家・法橋索
我は、京都で鶴沢探索に
師事して、画法を学び、郷
里の鴨方に帰ってからも多
くの作品を残しました。西山
拙斎とは特に親しく、「華月
橋上の拙斎」は、市指定文
化財になっています。

町家2棟、土蔵3棟を忠実
に修復した江戸時代の歴史
的建築物と伝統植物園を合
わせもつ200坪の歴史公園
で、園内には県内で最も古い
築後300年以上を誇る町家
（県指定重要文化財）が残っ
ています。（市指定史跡）



忠魂碑広場忠魂碑広場

明治30年に廃寺となった
浄土真宗の寺院の旧境内
に残る龍宮造の珍しい門。
鴨方高等学校がこの地に
あった時期には、正門とし
て親しまれていました。
（市指定文化財）

江戸時代、岡山本藩と支
藩鴨方藩を結ぶ官道が鴨
方往来。この往来沿いに
は、藩主の宿泊所にもなっ
た商家旧高戸家住宅（県
指定重要文化財：1687年
修復した棟札があり岡山
県最古の貴重な町家）や
陣屋跡などがあります。

高さ210.5㎝もある石仏で
いわゆる「延命地蔵」といわ
れる地蔵尊像。鎌倉末期
の正慶元年（1332）の刻
文があり、この時代の丸彫
石仏は珍しいとされていま
す。（県指定重要文化財）

埋立

遙
照
山
コ
ー
ス

阿
部
山
コ
ー
ス

鴨
山
〜
町
家
公
園
コ
ー
ス

鴨
方
・
本
庄
コ
ー
ス

六
条
院
コ
ー
ス

佐
方
中
池・竜
王
山
コ
ー
ス

寂
光
院
コ
ー
ス

寄
島
コ
ー
ス



伝教大師最澄が入唐の
際、立ち寄って開いた天
台宗のお寺です。
本堂を背にした広い庭
園は見ごたえがあり、春
のツツジや紅葉の頃は
特に美しく、カメラマンが
集います。

慈覚大師を開祖とする
天台宗の寺院。大師
が、山中に泉が湧くのを
見つけて「未曾有の清
浄水である」と愛でて、
草庵を立てたのが始ま
りといわれています。
所蔵する「人魚のミイラ」
が話題になりました。

（市指定史跡）
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遙照山系を望み、広く展望の
開けた梅園を持つ「阿藤伯
海記念公園」。ツツジや紅
葉の見ごたえある庭園を持
つ「明王院」。四季折々の風
情が楽しめます。



金光教と
大谷地区
（門前町）
金光地域は金光教発祥の
地です。毎年4月と10月に金
光教大祭が行われ、全国か
ら数万人もの信者が参拝し、
門前町には大勢の人で賑わ
います。また、大谷地区とそ
の周辺には、教祖様ゆかりの
場所が多く残っています。

大正６年頃建築。東半が
洋館、西半が和風住宅
です。洋館は正面中央の
玄関を境に左右対称の
スティックスタイル風の外
観で、縦長窓の上を櫛形
ペディメントを飾り、妻飾
はハンマービームトラスを
模しています。
（国登録有形文化財）

寂光院
承和年間（834～848）
に慈覚大師円仁によっ
て開かれました。境内に
は四季を通して花や紅
葉のすばらしい眺めで、
備前閑谷に似ていると
ころから「小閑谷」とよ
ばれています。
（市指定名勝）

トータル距離 約6.00km

金光駅（南口）

324.0トータル時間 約2時間00分
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寂光院コース

金光駅から門前町を通って
紅葉の名所までウォーク。

金光駅（南口）→大谷門前町→寂光院

1 定金家住宅主屋2 3

2

3

竜王山はその名の通り、雨乞いの山
で、山頂付近には「龍王宮」の碑があ
り、そこで年に一度竜王祭が行われ
ています。また、竜王山には中世の山
城跡があり、北は佐方集落から鴨方
方面を見下ろす事ができ、南は瀬戸
内海の島 を々望む事ができます。城
主については、佐井七郎や村上水軍
の将であった村上源三郎などの名が
上がりますが、詳細は不明です。

藤沢越中守が故郷の
信濃国（長野県）の諏
訪大社を勧請したと伝
えられています。慶長年
間（1596～1615）に
社家神田氏によって村
の氏神として祭られるよ
うになりました。

弘安2年（1279）に望
月原に勧請されたと伝え
られています。明応2年
（1493）に現地の地に
再建されました。鉾を
持って御神幸をする「鉾
持神事」が行われます。

竜王山は、海抜221mの山で、名前のご
とく稲作の豊穣を祈る雨乞「竜王信仰」
に由来し、山頂付近には大きな石碑と祠
が祀られています。大空を舞う鳥が眺め
ているかのよう景色、穏やかな瀬戸内の
島々と瀬戸大橋が一望できる絶景のス
ポットです。

まち歩きのすすめ
門前町大谷は、大正・昭和の建物が混在
するノスタルジックな景観が魅力で、映画
「とんび」では主人公ヤスが住む商店街の
ロケ地になりました。まちを歩けばそこかし
こに、当時の雰囲気が漂っています。また、
春から初夏には、金光教本部裏の木綿崎
山がつつじやあじさいに彩られます。

標高が低くても山は山。天気は変わりや
すく、天気予報では晴れでも、雨が降る事
もよくあると想定しましょう。雨風で体が冷
え、気化熱を奪われることで、真夏でも低
体温症が起きるため、レインウェアは必ず
携帯しましょう。標準的には上下セパレー
トで、防水しながら身体が発する汗（湿気）
を逃がす防水透湿素材を使用した雨具が
よいでしょう。もちろん、晴れでは使用しな
いので軽量かつコンパクトにザックに収納
できるものがオススメです。

諏訪神社 竜王山 戸神社
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36分 27分 7分 30分10分 10分

約500m 約500m 約1350m 約350m 約1500m約1800m

旧参拝道旧参拝道

木綿崎山つつじ木綿崎山つつじ

金光教教学研究所
（国登録有形文化財）
金光教教学研究所
（国登録有形文化財）

正門正門

分岐点A分岐点A

分岐点B分岐点B

定金家住宅主屋定金家住宅主屋

金光教と
大谷地区
（門前町）

金光教と
大谷地区
（門前町）

寂光院寂光院

神露酒造神露酒造

映画「とんび」の
ロケ地
映画「とんび」の
ロケ地

加茂八幡神社加茂八幡神社



(市指定史跡)

マップ上の色破線あたりに市民グループのコースがあります。
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安倉八幡神社参道の石鳥
居脇にそびえる県下最大
級の樟で、目通り周囲5.26
m、高さ20mで、地上から4m
のところで三枝に分かれ
た樹齢650年余りの巨樹で
す。天保10年（1839）まで
は、ここが海岸線で当時を
物語る貴重な天然記念物
です。（市指定天然記念物）

寄島竜王山
トレッキングコース情報

※市民グループが公開
　している情報です。

他に
も
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スが

ある
よ!!

至竜王山至竜王山
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御祭神に仲哀天皇・神功天皇・応神天
皇の三柱を祀っています。永禄2年
（1559）、細川通董によって、三郎島から
現在の地に遷座されました。その際に、神
馬を式列に参加させたのが発端で、現在
では秋季大祭のハイライトとして、2頭に
よる競馬の形となり、「競馬神事」（市指
定無形民族文化財）として行われていま
す。（国登録有形文化財）

青佐山御台場跡は、幕末
の文久3年（1863）に鴨方
藩によって築造された海防
のための施設。南面の土
塁に砲門を据えた、凹地2
箇所が見られ、当時をしの
ばせます。ここからは美しい
瀬戸内の景色が望めます。

片本から鏡へと曲がる小山
に、十二番礼所焼山寺が
あり、向かって右手に十三
番礼所大日寺が祭られて
います。この地の大岩に磨
崖仏が彫られており、この
小山を一巡している西国三
十観音と共に里人の熱い
信仰を集めています。

神功皇后ゆかりの「寄島」
（三郎島）の沖に浮かぶ三
ツ山が花崗岩からなり、高さ
10ｍで干潮時には一塊と
なって続き、満潮時には各
6m離れて三島となります。
その美しい景観は、さながら
一幅の絵であり、市内きって
の名勝です。（市指定名勝）

神功皇后ゆかりの伝説の
井戸。皇后の一行が朝鮮
遠征の帰路、この島に船を
停泊し、水を求めました。こ
の井戸の水を神に供え、凱
旋の神事が行われました。
いつまでも水が涸れないよう
にと祈り、船の苫をかけらて
た井戸です。


